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イベント サービス　　4-3

コンフィギュレーション サービス　　4-3

説明　　4-2
IEEE 802.1D

STP を参照

IEEE 802.1p　　15-2
IEEE 802.1Q

カプセル化　　13-20

設定に関する注意事項　　13-22

タグなしトラフィック用ネイティブ VLAN　　
13-27

トランク ポート　　11-4

トンネリング

説明　　17-2

デフォルト　　17-5

他の機能との互換性　　17-7

トンネル ポート　　17-7
IEEE 802.1s
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IEEE 802.1w
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IEEE 802.1x
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IEEE 802.1x で許可されたポート　　10-4

IEEE 802.1x で無許可のポート　　10-4
IEEE 802.3ad
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IEEE 802.3af
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IEEE 802.3x フロー制御　　11-21

ifIndex 値、SNMP　　31-6

IFS　　1-6
IGMP

Join メッセージ　　24-3

概要　　40-2

キャッシュ エントリの削除　　40-55

クエリー　　24-4

グループへのアクセスの制御　　40-31

高速スイッチング　　40-35

サポート　　1-4

サポートされるバージョン　　24-3

スイッチの設定

グループのメンバー　　40-30

スタティックに接続されたメンバー　　40-35

設定可能脱退タイマー

イネーブル化　　24-12

説明　　24-6

即時脱退処理、イネーブル化　　24-12, 37-10

デフォルト設定　　40-30

統計情報の表示　　40-56
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説明　　40-3

バージョン 2 への変更　　40-32

バージョン 2

クエリー タイムアウト　　40-34

グループのプルーニング　　40-34

最大クエリー応答時間　　40-34

説明　　40-3

バージョン 1 への変更　　40-32

フラッディング マルチキャスト トラフィック

インターフェイスでのディセーブル化　　
24-14

クエリーの促進　　24-14

グローバル Leave　　24-14

時間の制御　　24-13

フラッディング モードからの回復　　24-14

ホストクエリー インターバル、変更　　40-33

マルチキャスト グループからの脱退　　24-5

マルチキャスト グループへの加入　　24-3

マルチキャストの到達可能性　　40-30

レポート抑制

説明　　24-6

ディセーブル化　　24-17, 37-12

IGMP グループ

最大数の設定　　24-31

フィルタリングの設定　　24-33

IGMP スヌーピング

VLAN 設定　　24-9

アドレスのエイリアス　　24-2

イネーブル化またはディセーブル化　　24-8, 37-7

クエリア

設定　　24-15

設定時の注意事項　　24-15

グローバル設定　　24-8

サポート　　1-4

サポートされるバージョン　　24-3

スイッチ スタック内　　24-7

スタックの変更　　24-7

設定　　24-8

即時脱退　　24-5

定義　　24-2
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表示　　24-18, 37-13

方式　　24-9

IGMP スロットリング

設定　　24-32

説明　　24-28

デフォルト設定　　24-29

表示　　24-33

IGMP 即時脱退

イネーブル化　　24-12
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IGMP プロファイル

コンフィギュレーション モード　　24-29

設定　　24-29

適用　　24-30

IGP　　35-28
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 IE2100 を参照

interface range macro コマンド　　11-14

interface コマンド　　11-11?11-12
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Interior Gateway Protocol

IGP を参照
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IBGP を参照

Internet Control Message Protocol

ICMP を参照

Internet Group Management Protocol

IGMP を参照

IP ACL

QoS 分類　　33-7

暗黙的な拒否　　32-11, 32-16

暗黙的なマスク　　32-11

名前指定　　32-16

未定義　　32-22

ip cef distributed コマンド　　35-78

ip igmp profile コマンド　　24-29
IP Phone

QoS　　15-2

QoS によるポート セキュリティの確保　　33-38

QoS の信頼境界　　33-38

自動的な分類とキューイング　　33-21

設定　　15-5

IP precedence　　33-2
IP traceroute

概要　　43-22

実行　　43-22

IP アドレス

128 ビット　　36-2

IP 情報も参照

IP ルーティング用　　35-7

IPv6　　36-2

MAC アドレスとの相互作用　　35-11

解決　　7-28

クラス　　35-8

クラスタ アクセス　　6-2

候補またはメンバー スイッチ　　6-4, 6-14

コマンド スイッチ　　6-3, 6-12, 6-14

冗長クラスタ　　6-12

スタンバイ コマンド スイッチ　　6-12, 6-14

デフォルト設定　　35-7

表示　　35-20

IP サービス イメージ　　1-2

IP 指定ブロードキャスト　　35-16

IP 情報

デフォルト設定　　3-4

割り当て

DHCP ベースの自動設定の使用　　3-4

手動　　3-11

IP ソース ガード

802.1x　　22-19

DHCP スヌーピング　　22-17

EtherChannel　　22-19

TCAM エントリ　　22-19

VRF　　22-19

イネーブル化　　22-20

スタティック バインディング

削除　　22-20

追加　　22-20

設定時の注意事項　　22-19

説明　　22-17

送信元 IP アドレス、フィルタリング　　22-17

送信元 IP および MAC アドレス フィルタリング　
　22-18

ディセーブル化　　22-20

デフォルト設定　　22-19

トランク インターフェイス　　22-19

バインディング テーブル　　22-17

バインディング設定

自動　　22-17

手動　　22-17

表示

設定　　22-21
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送信元 IP アドレス　　22-17

送信元 IP および MAC アドレス　　22-18

プライベート VLAN　　22-19

ポート セキュリティ　　22-19

ルーテッド ポート　　22-19

IP ブロードキャスト アドレス　　35-18

IP プロトコル

ACL 内　　32-13

ルーティング　　1-10

IP ベース イメージ　　1-2

IP マルチキャスト ルーティング
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DVMRP も参照

IGMP スヌーピング　　24-2
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MBONE

sdr キャッシュ エントリの削除　　40-55
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sdr キャッシュ エントリの存続時間の制限　　
40-38

sdr キャッシュの表示　　40-56

sdr リスナー サポート機能のイネーブル化　　
40-37

Session Directory（sdr）ツール、説明　　40-37

アドバタイズされる DVMRP ルートの制限　　
40-50

会議セッション アナウンスメント用の SAP パ
ケット　　40-37

説明　　40-37

PIM も参照

PIMv1 および PIMv2 のインターオペラビリティ　
　40-10

Reverse Path Forwarding（RPF）チェック　　40-6
RP

PIMv2 BSR の設定　　40-20

自動 RP および BSR の使用法　　40-24

自動 RP の設定　　40-15

手動割り当て　　40-14

マッピング情報の表示　　40-25

アドレス

すべてのシステム　　40-3

すべてのマルチキャスト ルータ　　40-3

ホスト グループ アドレス範囲　　40-3

イネーブル化

PIM モード　　40-13

マルチキャスト転送　　40-12

管理の有効範囲付き境界、説明　　40-38

グループ /RP マッピング

BSR　　40-6

自動 RP　　40-5

シスコの実装　　40-2

自動 RP

BSR との使用法　　40-24

概要　　40-5

既存の SM クラウドへの追加　　40-16

キャッシュのクリア　　40-55

候補 RP スプーフィングの禁止　　40-18

新規インターネットワークでの設定　　40-16

設定時の注意事項　　40-11

着信 RP アナウンスメント メッセージのフィル
タリング　　40-18

問題のある RP への Join メッセージの送信禁止
　　40-18

利点　　40-15

スタック構成

スタック マスターの機能　　40-9

スタック メンバーの機能　　40-9

設定

IP マルチキャスト境界　　40-38

基本的なマルチキャスト ルーティング　　
40-12

デフォルト設定　　40-10

統計情報、システムおよびネットワークの表示　
　40-55

表示

パケット速度および損失情報　　40-56

パスのトレース　　40-56

ピアリング デバイス　　40-56

ブートストラップ ルータ

IP マルチキャスト境界の定義　　40-21

PIM ドメイン境界の定義　　40-20

概要　　40-6

候補 BSR の設定　　40-22

候補 RP の設定　　40-23

自動 RP との使用法　　40-24

設定時の注意事項　　40-11

プロトコルの動作　　40-2

マルチキャスト転送、説明　　40-6

ルーティング テーブル

削除　　40-55

表示　　40-56

IP ユニキャスト ルーティング

ARP　　35-11

BGP も参照

EIGRP も参照

EtherChannel レイヤ 3 インターフェイス　　35-6

IGP　　35-28

IP アドレス

クラス　　35-8

設定　　35-7

IPv6　　36-3

IRDP　　35-14

MAC アドレスおよび IP アドレス　　35-11

OSPF も参照

RIP も参照

SVI を使用　　35-6

UDP　　35-17

VLAN 間　　35-3

アドレス解決　　35-11

イネーブル化　　35-21

管理距離　　35-80, 35-90

逆アドレス解決　　35-11

クラスレス ルーティング　　35-9
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再配信　　35-82

サブネット ゼロ　　35-8

サブネット マスク　　35-8

指定ブロードキャスト　　35-16

スーパーネット　　35-9

スタティック ルーティング　　35-4

スタティック ルートの設定　　35-80

設定手順　　35-6

ダイナミック ルーティング　　35-4

ディセーブル化　　35-21

デフォルト

アドレス指定の設定　　35-7

ゲートウェイ　　35-14

ネットワーク　　35-81

ルーティング　　35-3

ルート　　35-81

認証鍵　　35-91

パッシブ インターフェイス　　35-89

ブロードキャスト

アドレス　　35-18

ストーム　　35-16
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フラッディング　　35-19

プロキシ ARP　　35-11

プロトコル

ダイナミック　　35-4

ディスタンス ベクタ　　35-4
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当て　　35-8

IP ルーティング

イネーブル化　　35-21

インターフェイスの接続　　11-10

ディセーブル化　　35-21

IP ルート、表示　　35-92
IPv4 ACL

インターフェイスへの適用　　32-21

拡張、作成　　32-11

名前指定　　32-16

標準、作成　　32-10

IPv4 および IPv6

インターフェイス上の設定　　36-14

相違　　36-2

デュアル プロトコル スタック　　36-6

IPv6

ACL

一致条件　　38-3

サポート　　38-2

制限　　38-3

表示　　38-9

ポート　　38-2

優先　　38-2

ルータ　　38-2

CEFv6　　36-16

ICMP　　36-4

ICMP レート制限　　36-16

OSPF　　36-21

RIP　　36-19

SDM テンプレート　　8-3, 36-9, 37-1, 38-1

アドレス　　36-2

アドレス形式　　36-3

アドレスの割り当て　　36-11

アプリケーション　　36-5

イネーブル化　　36-11

機能の制限事項　　36-7

サポートされていない機能　　36-6

サポートされている機能　　36-3

自動設定　　36-5

スイッチ スタック　　36-8

スイッチの制限　　36-7

スタック マスターの機能　　36-8

スタティック ルートの設定　　36-17

定義　　36-1

デフォルト設定　　36-11

パス MTU 検出　　36-4

表示　　36-24

目的　　36-2

利点　　36-2

IPv6 トラフィック、フィルタリング　　38-4
IRDP

サポート　　1-10

設定　　35-14

定義　　35-14
ISL

IEEE 802.1Q トンネリングによるトランキング　　
17-5

IPv6　　36-3

カプセル化　　1-7, 13-20

トランク ポート　　11-4
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Join メッセージ、IGMP　　24-3

K

KDC

Kerberos を参照

説明　　9-33
Kerberos

KDC　　9-33

TGT　　9-35

暗号化ソフトウェア イメージ　　9-33

サーバ　　9-35

サポート　　1-9

証明書　　9-33

信頼できるサード パーティとしてのスイッチ　　
9-33

設定　　9-37

設定例　　9-33

説明　　9-33

チケット　　9-33

動作　　9-35

認証

KDC　　9-36

境界スイッチ　　9-36

ネットワーク サービス　　9-36

用語　　9-34

レルム　　9-35

L

l2protocol-tunnel コマンド　　17-15
LACP

EtherChannel を参照

レイヤ 2 プロトコル トンネリング　　17-10

LDAP　　4-3

LED、スイッチ

ハードウェア インストレーション ガイドを参照

Lightweight Directory Access Protocol

LDAP を参照

Link State Advertisement（LSA）　　35-33

Long-Reach Ethernet（LRE）テクノロジー　　1-16, 1-22

LRE プロファイル、スイッチ クラスタ内の考慮事項　
　6-17

M

MAC アドレス

ACL 内　　32-29

IP アドレスとの相互作用　　35-11

IP ソース バインディング テーブルの表示　　22-21

VLAN との対応付け　　7-22

アドレス テーブルの作成　　7-21

エージング タイム　　7-22

解決　　7-28

スタティック

削除　　7-26

設定　　7-27

追加　　7-25

特性　　7-25
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ダイナミック

削除　　7-23

ラーニング　　7-21

デフォルト設定　　7-22

表示　　7-28

MAC アドレス通知、サポート　　1-11

MAC アドレステーブル移動更新

設定　　21-6

設定時の注意事項　　21-5

説明　　21-3

デフォルト設定　　21-5

表示　　21-9

MAC アドレスと VLAN のマッピング　　13-32

MAC 拡張 ACL

QoS の設定　　33-45

QoS 分類　　33-5

作成　　32-29

定義　　32-29

レイヤ 2 インターフェイスへの適用　　32-30
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MHSRP　　39-4
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FTP によるファイルへのアクセス　　A-4

SNMP との相互作用　　31-5

概要　　31-2

サポート　　A-2

ファイルの場所　　A-4
Mini-point-of-presence

POP を参照
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MSDP

DM 領域

SA メッセージの送信　　41-16

発信元アドレスの指定　　41-17

MSDP 接続および統計情報のクリア　　41-18

SA メッセージ

TTL によるデータの制限　　41-13

アドバタイズされる送信元の制限　　41-9

キャッシュ エントリのクリア　　41-18

キャッシング　　41-6

着信のフィルタリング　　41-13

定義　　41-2

ピアからのフィルタリング　　41-10

ピアへのフィルタリング　　41-12

表示　　41-18

概要　　41-2

サポート　　1-11

参加遅延、定義　　41-6

送信元情報の制御

スイッチから発信　　41-9

スイッチで受信　　41-13

スイッチで転送　　41-11

デフォルト設定　　41-4

発信元アドレス、変更　　41-17

ピア

シャットダウン　　41-15

送信元情報の要求　　41-8

デフォルトの設定　　41-4

ピアリング関係、概要　　41-2

表示　　41-18

ピア RPF フラッディング　　41-2

フィルタリング

着信 SA メッセージ　　41-13

ピアからの SA 要求メッセージ　　41-10

ピアへの SA メッセージ　　41-12

メッシュ グループ

設定　　41-15

定義　　41-15

利点　　41-3
MSTP

BPDU ガード

イネーブル化　　20-15

説明　　20-3

BPDU フィルタリング

イネーブル化　　20-16

説明　　20-3

CIST リージョナル ルート　　19-4

CIST ルート　　19-6

CIST、説明　　19-4
CST

定義　　19-4

リージョン間の動作　　19-5

EtherChannel ガード

イネーブル化　　20-18

説明　　20-11

IEEE 802.1D とのインターオペラビリティ

移行プロセスの再起動　　19-28

説明　　19-10
IEEE 802.1s

実装　　19-7

ポート役割命名の変更　　19-7

用語　　19-6
IST

定義　　19-3

マスター　　19-4

リージョン内の動作　　19-4

MST リージョン

CIST　　19-4

IST　　19-3

サポートされるスパニングツリー インスタン
ス　　19-3

設定　　19-18

説明　　19-3

ホップ カウント メカニズム　　19-6
PortFast

イネーブル化　　20-13

説明　　20-2

PortFast イネーブル ポートのシャットダウン　　
20-3

VLAN と MST インスタンスのマッピング　　19-19

イネーブル化　　19-18

インターフェイス ステート、ブロッキングから
フォワーディング　　20-2

オプション機能のデフォルト設定　　20-13

概要　　19-3

拡張システム ID

セカンダリ ルート スイッチに対する影響　　
19-21

予期しない動作　　19-20

ルート スイッチへの影響　　19-20
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　2-10

Small Form-factor Pluggable（SFP）モジュール

SFP を参照

SmartPort マクロ
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ディセーブル化　　31-16
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設定例　　31-17
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トラップ

MAC アドレス通知のイネーブル化　　7-23

イネーブル化　　31-12
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設定時の注意事項　　28-11

送信されたトラフィック　　28-6

送信元ポート　　28-7
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説明　　33-14
SSH
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設定　　9-40
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セキュア HTTP クライアントの設定　　9-49
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ディセーブル化　　20-19

IEEE 802.1D とブリッジ ID　　18-5
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概要　　18-5
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サポートされるインスタンス　　18-11
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設定
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設定時の注意事項　　18-15, 20-13

タイマー、説明　　18-23

ディセーブル化　　18-17
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イネーブル化　　20-19

説明　　20-11
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ループ ガード
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SunNet Manager　　1-5
SVI
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switchport protected コマンド　　25-7
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システム メッセージのロギングを参照
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TACACS+
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概要　　9-11

許可、定義　　9-12

クラスタ内　　6-17
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サポート　　1-9

設定
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抽出　　B-8

内容の表示　　B-7

TDR　　1-11
Telnet

管理インターフェイスへのアクセス　　2-11

接続数　　1-6

パスワードの設定　　9-7
Terminal Access Controller Access Control System Plus

TACACS+ を参照

TFTP
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アップロード　　B-26

サーバの準備　　B-23

削除　　B-25

ダウンロード　　B-24
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サーバのアクセス制限　　31-16
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ベース ディレクトリのコンフィギュレーション 
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time-range コマンド　　32-18
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使用上の注意事項　　43-20
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VLAN 設定モードでの作成　　13-11

VTP モード　　14-4

拡張範囲　　13-1, 13-15

機能　　1-7

サービスプロバイダー ネットワークのカスタマー
番号　　17-3

削除　　13-12
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スパニングツリー インスタンス　　13-3, 13-8,
13-16
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パラレル パス、ルーティング テーブル内　　35-79

範囲

インターフェイス　　11-13

マクロ　　11-14

ひ

非 IP トラフィックのフィルタリング　　32-29
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